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った。現在では、子 どもたちは小学校 ・中学校 ・高
等学校 と、 どの学校教育段階であっても民謡について、地域の保存会や教員から教わる
仕組みが確立されている。それは、地域社会と学校教育が連携できているといえるだろ
う。しかし、学校教育のなかに民謡を取 り入れることで、子 どもたちのなかに民謡 とは
「学校で強制的にやらされるもの」といった意識をもたせているのではないだろうか。
結果 として、民謡に対して積極的に学習する子どもと、民謡に対 して 「や らされて
いる」「他のみんながやっているから」といった消桓的な子 どもといったように二極化































































出所 平成12・13年 度文部科学省指定 道徳教育体験活動推進事業
く伝統文化教育 〉研究 のまとめ(2002)よ り作 成
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子 どもたちは、この地方の学校 に行 くことで民謡 とかかわる機会が増加する。小学校では、
地域の人に話 を聞いた り、楽器を触ったりといった初歩的なものに限定 されているが、中学校
になると1つ の踊 りに唄や踊 り、楽器をすべて合わせた高度なものになり、民謡に対する誇 り
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+平 村 富山県 韓 全国
図1-1各 地 方 に お け る15歳 未 満 の 対 全 人 口 比 率 の 推 移
出所 厚 生統 計 要 覧(http:〃wwwdbtk.mhlw.go.jp/toukei/youran/indexyk _1_1.html)
富 山県 人 口 移 動 調 査(http://www.pref.toyama.jp/sections/1015/lib/jinko/)
お よび 平 村 村 勢 要 覧 資 料 編(2002)よ り作 成
これを見ると、昭和40年 代後半か ら平成2年 頃まで、平村は他の どの地域よりも急速に少子
化が進行 していたことがわかる。一時、少子化の流れは停滞していたが、近年になって再び進
行してお り、子 どもたちの数は減ってきているといえるだろう。これらにより、民謡を担 う子
どもの絶対数が不足 し、1人 の子どもが複数の楽器や踊 りをする必要がでて きたのである。そ
れまで世帯や地域で伝達 してきた民謡は基本的に1つ であるため、それでは、廃れてしまう民




2つ めに、民謡を通 じて、 自分たちの郷土に対する愛着をもって欲 しい、 という地域住民や
教員の意識が強いことが上げられる。こきりこぶしや麦屋節などはこの地方独特の民謡であり、




いえるだろう。学校 と各保存会の連携は密であ り、年間指導計画を作成 し、研究会をおこなうに
あたっても、保存会の人間が多 くの場合、参加 している。地域住民は学校へ入 り込むことが非常
に容易になっているのである。地域分権にともなう学校教育の理想を、この地方では民謡 という
題材を用いることによって可能にしているといえる。学校と地域の問に精神的な壁がなく、家






るのだろうか。 これまでの研究で、この地域の伝統芸能のひとつである 「笠踊 り」が学校教育
に取 り入れ られた昭和28年 前後で、伝統芸能の伝承に対する意識が二極化することが明らかと
なっている。(3)原清治(2003)に よると、教育のもつ本質的な機能を論 じる場合、二つの概念
を用いる場合が多 く、ひとつは 「文化の伝達」であり、 もうひとつは 「文化の内面化」である
と述べている。(4)高齢者の民謡伝承に対する意識の二極化が 「文化の伝達」に対する影響であ
るならば、「文化の内面化」に対する影響 として、子 どもたちの民謡に対する考え方が変化 して
いるのではないか、 と考えられる。子どもたちは民謡に対 して、地域住民や保存会、教員など
が考えているそれと違った考えをもっているのではないだろうか。
仮説 として 「平村の子 どもたちは、教員や地域住民が望む民謡の考え方をもっていないので
はないか」 と設定 し、現地でインタビューを実施 し、子 どもたちの民謡に対する意識を実証的
に考察 したいと思 う。









表1-2 、イ ン タ ビ ュー対 象 者 の 属 性
氏 名 年 齢 性 別 職 業 備 考
A 40代 後半 男性 中学校教 員、平村へ は赴任4年 目であ り、教員のなかでは長 く在籍 している
B 60代 前半 男性 学校管 理職、学校 に民 謡が導 入 された経緯 を よく知っている
C 60歳 女性 地域保存 会所属 、店 を営 みなが ら個別で民 謡に対 しての学習 も して いる
D 14歳 男性 中学校 生徒 、平 家太鼓 で太鼓 のパ ー トを練 習 していた
E 14歳 女性 中学校 生徒 、手踊 りのパー トを練 習 していた
F 15歳 女性 中学校 生徒、進学 は地元ではない高校を希望 している




最初に、この地域の教員に対 して民謡が学校教育に取 り入れ られた経緯やその背景、今の子
どもたちは民謡に対 してどのような行動をしているのかについて面接をおこなった。
【事例1Aさ ん40代 後半 男性 教員】






Aさ ん:確 か5・6年 前からだった②と聞いています。
質 問:学 校外の時間にも民謡の練習はおこなっているのですか。
Aさ ん:は い、毎週火曜 日は体育館で夜に練習 します。
質 問:そ の時間は子どもたちを強制的に集めているのですか。
Aさ ん:は い、そうなります③。
質 問:子 どもたちは民謡に対 してどんな風に取り組んでいますか。
Aさ ん:3年 は真面目に取 り組んでいると思いますよ。ただ、1・2年 は少 し飽きはじめている
283
郷土芸能を通じた学校の取り組みに関する研究(山 崎 瞳)
子もいますね。今の2年 か ら学校で民謡が本格的に取り組まれた④と聞きましたか ら、
何 か、燃え尽きている感 じが しますね。
【事例2Bさ ん60代 前半 男性 教員】
質 問:郷 土芸能を学校でおこなうようになったのはなぜですか。
Bさ ん:や はり、子どもたちの数が減ってきている⑤というのが大きいでしょうか。以前のよう
に1人 が1つ の踊 りを踊るだけでは成り立たなくなって しまったので、いくつかの踊り
を重複 したり、い くつかの楽器 を弾けるようにならなくてはいけなくなったりしたから
だと思います。
質 問:地 域の保存会と連携するようになったのはなぜでしょうか。









加することも指導す ることもなく、生徒の付 き添い として来ていた。 また、他にも生徒 ととも
に楽器の練習をおこない、保存会の方に指導を受けている教員 も見受けられた。また、下線部
②や④か ら、 この民謡を題材にした授業は比較的新 しくおこなわれていたことがわかる。これ
は、遊びや レクリエーションとしての民謡ではな く、学校教育の重点項 目として民謡が取 り上
げられたことをさしていると考えられる。伝統芸能の伝承は保存会にとっての死活問題であり、





確保することによって、居住地に関係な く多 くの民謡を学ぶことが可能になる。 しかし、教員
の側か ら子 どもたちのなかに民謡に対 して積極的でない子 どももいることが伺えた。教員の目





【事例3Cさ ん60代 女性 民謡保存会所属】
質 問:保 存会の方が子どもたちに踊 りを教えるようになったのはなぜですか。
Cさ ん:や っぱり、都会から人がやってきてから⑦だと思うわ。踊 りに変化が出てきて。お嫁に
やってきた人が踊れない し、民謡離れ してるから、子どもに上手 く踊 りが伝わらないの。
それで、「これは本気にならないと民謡がなくなるな」って思ったの。
質 問:そ れは大体いつ頃のお話ですか。
Cさ ん:私 たちが子 どもたちを教えるようになったのは昭和50年 代 くらいから⑧ね。高校に郷
土芸能部ができたのも同じくらいだったと思うわ。
保存会の方の話では、下線部⑦のように他の地域から人がやってきたことによって、民謡 を
踊れなかった り、興味が湧かなかったりする子 どもたちが出てきた と述べている。それまで、
険 しい山岳地帯にあった五箇山地方は、他の町へ行 く交通手段が限定されてお り、他の地域か




前か ら五箇山地方に在住 している人問のそれより低 くならざるを得ない。そのような家庭で生
まれ育った子 どもたちのなかに民謡を踊れない子 どもが出てきたのである。民謡を踊れない子
どもに対 して危機感をもった保存会は、有志で子 どもたちに民謡を教 えるようになったのであ
る。そして、子 どもたちに民謡を教えるようになったのは下線部⑧のように20年 以上 も前から
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【事 例4Dさ ん 中学2年 生 男 性 】
質 問:何 か郷 土 芸 能 に 関 す る活 動 を され て い ます か 。
Dさ ん:民 謡 と こ き り こ をや っ て ます 。
質 問:や っ て い て ど う で す か。
Dさ ん:面 白 い。
質 問:や って い て い や だ な と思 うこ とは あ り ま した か。
Dさ ん:い や と思 っ た こ とは な い で す 。
質 問:こ れか ら も続 け て い こ う と思 い ます か 。
Dさ ん:は い 続 けて い きた い⑨と思 って い ます 。
【事例5Eさ ん 中学2年 生 女 性 】
質 問:郷 土 芸 能 に関 す る活 動 は何 か さ れ てい ます か。
Dさ ん:民 謡 で す。
質 問:や って い て ど うで す か 。
Dさ ん:楽 しい で す 。
質 問:や って い な い子 に対 して は ど う思 い ま す か 。
Dさ ん:(や っ てい な い子 は)ほ とん どい な い と思 う。 や って な い と変 な 目 で み られ る し。
質 問:授 業 の な かで郷 土 芸 能 をや る こ とに対 して ど う思 い ます か 。
Dさ ん:や りた な い と は思 わ な い け ど ・・⑩。
質 問:こ れ か らも続 け て い き た い と思 っ て い ます か。
Dさ ん:・ … わ か りま せ ん⑪。
【事 例6Fさ ん 中 学3年 生 女 性1
質 問:郷 土 芸 能 に 関 す る活 動 を され て い ま す か 。
Fさ ん:三 味 線 で す 。 あ と は踊 り もや って ます 。
質 問:こ れ か らも続 けて い き た い と思 い ます か 。
Fさ ん:続 け な い⑫と思 う。
質 問:ど う して です か。
Fさ ん:・ ・・… 将"こ こ に 主ん で た ら続 け る か も しれ ない⑬け ど。
質 問:将 来 は こ こ に戻 っ て きた い と思 い ま す か。
Fさ ん:ま だ 先 の こ とだ しわ か り ませ ん 。
【事 例7Gさ ん 高 校3年 生 女 性 】




質 問:な ぜ、郷土芸能部に入部 したのですか。





質 問:小 さい頃から踊っていて、嫌だと感 じたことはありましたか。
Gさ ん:(即 答で)全 蟄 △⑮。これが当たり前や し。





て疑問や不満を感じたことはない、 といった様子であった。民謡の練習は中学 ・高校 ともにパ
ー トごとに分かれておこなわれ、最終的に踊 りと音楽をあわせていた。この練習で もDさ んや
Gさ んはきびきびとした動 きで練習に参加 していた。民謡を継続 したいと述べた彼 らは学校や
地域住民が望む子どもであるといえるだろう。 しか し、その一方で、事例4のEさ んや事例5
のFさ んのように、民謡を継続 していきたいか、 という質問に対 して、下線部⑪や⑫のように
答えに窮 した り、はっきりと 「続けない」 という意志をもっている子 どもたちも存在 していた。
Eさ んは民謡 を 「楽 しい」 というが、授業で民謡をすることに対 しては下線部⑩のように答え
ることをためらった。これは、授業で民謡をおこなうことに不満 をもっているともいえないだ
ろうか。両者に共通 して見 られたことは、村や郷土芸能に対し誇 りをもっているとは言い切れ









ある。原が前述 した 「文化の内面化」に対する影響 として、子 どもたちの民謡に対する考 え方
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教員は生徒の引率や、時には生徒 とともに学習者 として民謡を学んでいた。 したがって、ここ
では、学校 と地域 との連携が進んでいるといえるだろう。それは 「これまで教師の 「聖域」だ
った学校や学級に他者が入 り込むことを前提 とする発想」(5)であ り、新 しい学校のあ り方を示
しているといえる。 しかし、それは学習する側の子どもたちを民謡に対する考え方を二極化 し




















〔参 考 文 献 〕
牧昌見編 『教職 「大変な時代」』教 育開発研 究所1997
高浦勝義 『総合学習の理論 ・実践 ・評価 』黎 明書房1998
教職問題研究会編 『教科外 教育理論 と実践Q&A』 ミネルヴ ァ書房2002
教職問題研 究会編 『教職論』 ミネルヴ ァ書房2001
加藤幸 次 ・河合剛英編 『多様化へ対応す る授業 一実践 の工夫 と技術 一』教育 開発研究所1998
稲垣 忠彦 『総合学習を創 る』岩波書店2000
佐藤 学 『教育改革をデザイ ンす る』岩波書店1999
佐藤 学 『「学び」か ら逃走す る子 どもたち』岩波 ブ ック レッ ト2000
原清 治f地 域の特性 を生か した生涯学習 コ ミュニテ ィの構 築に関する研 究」『佛教大学教育学部論集 第14
号 』2003
藤田智之 「生涯学習 コ ミュニティにお ける青少 年の国際化 に関す る調査意識」 『関西教育学部学会紀要 第
26号 』2002
(や ま さ き ひ とみ 教 育 学 研 究 科 生 涯 教 育 専 攻 修 士 課 程 修 了)
(指導:原 清 治 助 教 授)
2004年10月15日 受 理
一289一
